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R 1697：2025  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本ファインセラミックス協会（JFCA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を

添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改

正した日本産業規格である。これによって，JIS R 1697:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 R 1697：2025 
 

白色発光ダイオード用セラミックス蛍光体の 

積分球を用いた光学特性評価方法 

Test method for optical properties of ceramic phosphors  

for white light-emitting diodes using an integrating sphere 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 2 版として発行された ISO 20351 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，白色発光ダイオードに用いられる近紫外から青色の光によって励起され可視光を発するセ

ラミックス蛍光体粉体を対象とする，積分球を用いた光学特性評価方法について規定する。この規格は，

内部量子効率の絶対測定法と，外部量子効率及び吸収率の相対測定法とから構成される。相対測定法にお

いては，その外部量子効率及び吸収率が，ISO 23946 に準拠して求められた参照標準物質を用いる。 

この規格は，緑色，だいだい（橙）色，ピンク色，赤紫色などの発光ダイオードに用いられる蛍光体に

も適用可能である。 

注記 1 この規格における白色発光ダイオードとは，近紫外から青色の光を発する発光ダイオードとそ

れらが発する光を吸収して可視光を放射する蛍光体とを備え，これらの光を混合して出力する

光源である。 

注記 2 混合色が白色でない発光ダイオードに用いられる蛍光体も，混合色として白色を呈する材料と

なり得るため，この規格を適用することが可能である。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 20351:2024，Fine ceramics (advanced ceramics, advanced technical ceramics)－Test method for 

optical properties of ceramic phosphors for white light-emitting diodes using an integrating sphere

（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項


